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【自動車交通部旅客第一課】

計画事業の事業経費 ,契約の流れについて

間 事 業に必要な経費は、全て協議会に集めたうえて車業を実施する必要があるか?

協議会の総茂員である自治体と事業者が事業の書寄契約を結び、協議会に費用を首求する方法

はてきないか?

答 原 則的には、事業に必要な資金は、―震、協議会に集めたうえて事業を実施することになりま

す。やむを得ない場合は、経費の支出方法について、地域の実情に応じて対応することも可能
です。

※例 ,コミュニティバス等の実証運行を協議会の構成良である市町村がバス事業者に委寄して

事業を実行する場合、市町村の負担分を協議会に支出することが困難であるため、

①市町村の負担分を協議会に支出することなく、直接、バス事業者に支出すること。

②協議会が交付を受けた国からの補助金を市町村に支払うこと。

は可能です。

(注:この場合、協議会による事業実施の決定、進捗状況の把握 管理が必要です。)

補助金及び地域負担分の支払いの流れ     ‐

【例】コヽ ュニティバス実紙運行事業について、協蔭会の合意によワ、市町村が主体となつて当該事
業を実行する場合〈ただしバスの運行はバス事業者が行う。)

〔基本的な流れ】 【認められるケース③】(憶ま会五じ市域ヽ と事表者が景ま契約)
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【認められるケース②】(市町村と事業者が曇託契約)【露められないケース】〈市町村と事業省が奏証契約)

~~→
 補 助金の流れ

‐‐→  地 域負担分の流れ
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